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Ⅴ 身体・知的障害者用調査票 
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問
とい

１ あなたの性別
せいべつ

を、お聞
き

かせください。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

問
とい

2 あなたの年齢
ねんれい

は満何歳
まんなんさい

ですか。＜平成
へいせい

18年
ねん

７月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

＞（１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３ あなたのお住
す

まいはどちらの地区
ち く

ですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

問
とい

４ あなたは次
つぎ

の手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。お持
も

ちの場合
ばあい

は手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

もお答
こた

えくだ

さい。（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ はじめにあなたについて基本的
きほんてき

な事柄
ことがら

をおうかがいします。 

（宛名
あて な

のご本人
ほんにん

のことを本調査
ほんちょうさ

では「あなた」といいます。） 

１ ご本人
ほんにん

    ３ その他
た

 

２ ご家族
かぞ く

 

１ 男
おとこ

     ２ 女
おんな

 

１ ０歳
さい

～６歳
さい

   ５ 40歳
さい

～49歳
さい

  ９ 80歳
さい

～89歳
さい

 

２ ７歳
さい

～19歳
さい

   ６ 50歳
さい

～59歳
さい

  10 90歳
さい

～99歳
さい

 

３ 20歳
さい

～29歳
さい

  ７ 60歳
さい

～69歳
さい

  11 100歳
さい

以上
いじょう

 

４ 30歳
さい

～39歳
さい

  ８ 70歳
さい

～79歳
さい

 

１ １級
きゅう

  ４ ４級
きゅう

 

２ ２級
きゅう

  ５ ５級
きゅう

 

３ ３級
きゅう

  ６ ６級
きゅう

 

１ Ａ１  ３ B１ 

２ Ａ2  ４ B２ 

１ １級
きゅう

  ３ ３級
きゅう

 

２ ２級
きゅう

 

１ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

 

 

２ 療育
りょういく

手帳
てちょう

 

 

３ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

手帳
てちょう

 

調査
ちょうさ

に回答
かいとう

されるのはどなたですか。（１つに○印
じるし

） 

（ご本人
ほんにん

がご回答
かいとう

されない場合
ばあい

、ご家族
かぞく

または介助者
かいじょしゃ

の方
かた

が代
か

わりにご回答
かいとう

ください） 

                                       

１ 田辺
たな べ

    ２ 龍神
りゅうじん

    ３ 中辺路
な か へ ち

    ４ 大塔
おおとう

    ５ 本宮
ほんぐう
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２ あなたの生活
せいかつ

のことについておうかがいします。 

問
とい

５ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

におうかがいします。 

（１）あなたの障害
しょうがい

の種類
しゅるい

をお聞
き

かせください。 （あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）身体
しんたい

障害
しょうがい

が生
しょう

じた時期
じ き

はいつですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

問
とい

６ 40歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

におうかがいします。介護
かいご

保険
ほけん

の要介護
ようかいご

認定
にんてい

を受
う

けていますか。 

受
う

けている場合
ばあい

は要介護度
ようかいごど

をお答
こた

え下さい。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

７ 現在
げんざい

、一緒
いっしょ

に暮
く

らしている人
ひと

は誰
だれ

ですか。 （あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 視覚
しか く

障害
しょうがい

    ８ 心臓
しんぞう

機能
きの う

障害
しょうがい

 

２ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

    ９ 腎臓
じんぞう

機能
きの う

障害
しょうがい

 

３ 平衡
へいこう

機能
きの う

障害
しょうがい

   10 呼吸器
こきゅうき

機能
きの う

障害
しょうがい

 

４ 音声
おんせい

・言語
げん ご

・そしゃく機能
きの う

障害
しょうがい

 11 ぼうこう・直 腸
ちょくちょう

機能
きの う

障害
しょうがい

 

５ 上肢
じょうし

機能
きの う

障害
しょうがい

   12 小 腸
しょうちょう

機能
きの う

障害
しょうがい

 

６ 下肢
か し

機能
きの う

障害
しょうがい

   13 その他
た

 

７ 体
たい

幹
かん

機能
きの う

障害
しょうがい

 

１ 生
う

まれた時
とき

   ４ 10歳代
さいだい

   ７ 40歳代
さいだい

 

２ ０～４歳
さい

   ５ 20歳代
さいだい

   ８ 50歳代
さいだい

 

３ ５～９歳
さい

   ６ 30歳代
さいだい

   ９ 60歳代
さいだい

以上
いじょう

 

 

１ 配偶者
はいぐうしゃ

   ６ 兄弟
きょうだい

   11 祖母
そ ぼ

 

２ 父親
ちちおや

   ７ 姉妹
しま い

   12 孫
まご

 

３ 母親
ははおや

   ８ 息子
むす こ

の配偶者
はいぐうしゃ

  13 友達
ともだち

 

４ 息子
むす こ

   ９ 娘
むすめ

の配偶者
はいぐうしゃ

   14 その他
た

 

５ 娘
むすめ

    10 祖父
そ ふ

   

 

１ 要介護
ようかいご

認定
にんてい

を受
う

けている 

 

２ 要介護
ようかいご

認定
にんてい

を受
う

けていない 

１ 要支援
ようしえん

１   ５ 要介護
ようかいご

３ 

２ 要支援
ようしえん

２   ６ 要介護
ようかいご

４ 

３ 要介護
ようかいご

１   ７ 要介護
ようかいご

５ 

４ 要介護
ようかいご

２    
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問
とい

８ 現在
げんざい

のお住
す

まい、あるいは生活
せいかつ

の場
ば

はどこですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

９ 次
つぎ

にあげる「生活
せいかつ

の場
ば

」のうち、今後
こんご

、暮
く

らしたいと思
おも

うのはどれですか。 

 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

10 平日
へいじつ

の昼間
ひるま

を主
おも

にどこでお過
す

ごしですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

11 地域
ちいき

の人
ひと

とどのようなお付
つ

き合
あ

いをされていますか。 

（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 自宅
じた く

    ６ 病院
びょういん

に入院
にゅういん

 

２ 借家
しゃくや

・アパート   ７ 障害者
しょうがいしゃ

グループホーム 

３ 公営
こうえい

住宅
じゅうたく

（県営
けんえい

・市営
しえ い

）  ８ 会社
かいしゃ

等
とう

の寮
りょう

 

４ 障害者
しょうがいしゃ

施設
しせ つ

に入所
にゅうしょ

   ９ その他
た

 

５ 老人
ろうじん

施設
しせ つ

に入所
にゅうしょ

 

１ 自宅
じた く

     ７ 大学
だいがく

・短大
たんだい

・専門
せんもん

学校
がっこう

 

２ 保育所
ほいくしょ

     ８ 職場
しょくば

 

３ 幼稚園
ようちえん

     ９ 通所
つうしょ

施設
しせ つ

 

４ 障害児
しょうがいじ

のための学校
がっこう

    10 入所
にゅうしょ

施設
しせ つ

 

５ 学校
がっこう

の特殊
とくしゅ

学級
がっきゅう

    11 その他
た

 

６ 学校
がっこう

の普通
ふつ う

学級
がっきゅう

 

１ 会
あ

った時
とき

にはあいさつをする   ６ 学校
がっこう

行事
ぎょうじ

に参加
さん か

する 

２ 世間話
せけんばなし

をする    ７ その他
た

 

３ 一緒
いっしょ

に遊
あそ

ぶ     ８ 付
つ

き合
あ

いをしていない 

４ 町
ちょう

内
ない

会
かい

や子
こ

ども会
かい

などの地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

を一
いっ

緒
しょ

にする 

５ スポーツやサークル活動
かつどう

を一緒
いっしょ

にする 

１ 家族
かぞ く

と一緒
いっしょ

に自宅
じた く

で暮
く

らしたい 

２ 一人暮
ひ と り ぐ

らしや結婚
けっこん

のために家
いえ

を借
か

りたい 

３ 専門
せんもん

の職員
しょくいん

がいて共同
きょうどう

生活
せいかつ

ができる施設
しせ つ

を利用
りよ う

したい 

４ 生活
せいかつ

の訓練
くんれん

をするための施設
しせ つ

やサービスを利用
りよ う

したい 

５ 病院
びょういん

に入院
にゅういん

したい 

６ その他
た
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問
とい

12 現在
げんざい

の生活
せいかつ

で困
こま

っていることや不安
ふあん

に思
おも

っていることがありますか。 

（主
おも

なもの５つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

13 悩
なや

みや困
こま

ったことを相談
そうだん

するのは誰
だれ

ですか。 （主
おも

なもの５つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

14 （１）次
つぎ

の①から⑩のことをするのに介助
かいじょ

が必要
ひつよう

ですか。 

（生活
せいかつ

動作
どうさ

ごとに１つに○印
じるし

） 

生活
せいかつ

動作
どう さ

 一人
ひと り

で 

できる 

時間
じかん

をかければ

一人
ひとり

でできる 

部分的
ぶぶんてき

に 

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

 

全面的
ぜんめんてき

に 

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

 

①食事
しょくじ

をする １ ２ ３ ４ 

②トイレをする １ ２ ３ ４ 

③入 浴
にゅうよく

をする １ ２ ３ ４ 

④衣服
いふく

の着 脱
ちゃくだつ

をする １ ２ ３ ４ 

⑤家
いえ

の中
なか

の移動
いどう

 １ ２ ３ ４ 

⑥外 出
がいしゅつ

（買
か

い物
もの

、通院
つういん

等
とう

） １ ２ ３ ４ 

⑦意思
い し

の伝達
でんたつ

 １ ２ ３ ４ 

⑧お金
かね

の管理
かんり

 １ ２ ３ ４ 

⑨緊急時
きんきゅうじ

の避難
ひなん

・連絡
れんらく

 １ ２ ３ ４ 

⑩その他
た

特
とく

に介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

な生
せい

活
かつ

動
どう

作
さ

（                        ） 

１ 介助
かいじょ

や支援
しえ ん

をしてくれる人
ひと

がいない ８ 介助者
かいじょしゃ

の健康
けんこう

状態
じょうたい

が不安
ふあ ん

 

２ 一緒
いっしょ

に暮
く

らす人
ひと

がいない  ９ 同居
どうきょ

の家族
かぞ く

との関係
かんけい

 

３ 働
はたら

くところがない   10 隣人
りんじん

などとの関係
かんけい

 

４ 十分
じゅうぶん

な収 入
しゅうにゅう

が得
え

られない  11 必要
ひつよう

な福祉
ふく し

サービス等
など

が受
う

けられない 

５ 趣味
しゅ み

や生
い

きがいが見
み

つけられない 12 将来
しょうらい

生活
せいかつ

する住
す

まい、施設
しせつ

等
など

があるか不安
ふあん

 

６ 生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

が得
え

られない 13 特
とく

に困
こま

っていることはない 

７ 自分
じぶ ん

の健康
けんこう

や体力
たいりょく

に自信
じし ん

がない 14 その他
た

 

１ 家族
かぞ く

及
およ

び親
しん

族
ぞく

   ８ 民生
みんせい

児童
じど う

委員
いい ん

 

２ 近所
きんじょ

の人
ひと

    ９ 障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 

３ 友人
ゆうじん

及
およ

び知人
ちじ ん

   10 学校
がっこう

の先生
せんせい

 

４ 専門
せんもん

相談
そうだん

機関
きか ん

   11 職場
しょくば

の人
ひと

 

５ 施設
しせ つ

の職員
しょくいん

    12 その他
た

 

６ 医者
いし ゃ

    13 誰
だれ

もいない 

７ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい
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（２）主
おも

な介助者
かいじょしゃ

はどなたですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主
おも

な介助者
かいじょしゃ

の年齢
ねんれい

はおいくつですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

15 以下の各種
かくしゅ

サービスについて、利用
りよう

していますか、また今後
こんご

利用
りよう

したいですか。 

※ご利用
りよう

の施設
しせつ

などの種別
しゅべつ

がわからない場合
ばあい

は、別紙
べっし

「田辺市
たな べ し

障 害 者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

一 覧 表
いちらんひょう

」でご確
かく

認
にん

ください。 
 

利用
りよ う

していますか 

（サービスごとにどちらかに○印
じるし

） 
 

今後
こん ご

利用
りよ う

したいですか 

（サービスごとにどちらかに○印
じるし

） 在宅
ざいたく

サービス 

はい いいえ  はい いいえ 

①ホームヘルプサービス １ ２ → １ ２ 

②ガイドヘルプサービス １ ２ → １ ２ 

③デイサービス １ ２ → １ ２ 

④ショートステイ １ ２ → １ ２ 

⑤グループホームへの入居
にゅうきょ

 １ ２ → １ ２ 
 

利用
りよ う

していますか 

（サービスごとにどれかに○印
じるし

） 
 

今後
こん ご

利用
りよ う

したいですか 

（サービスごとにどれかに○印
じるし

） 
施設
しせ つ

サービス 
はい 

（通所
つうしょ

） 

はい 

（入所
にゅうしょ

） 
いいえ  

はい 

（通所
つうしょ

） 

はい 

（入所
にゅうしょ

） 
いいえ 

⑥ 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

施設
しせつ

  １ ２ ３ → １ ２ ３ 

⑦療護
りょうご

施設
しせつ

  １ ２ ３ → １ ２ ３ 

⑧更生
こうせい

施設
しせつ

  １ ２ ３ → １ ２ ３ 

⑨授産施設
じゅさんしせつ

・小規模授産
しょうきぼじゅさん

施設
しせ つ

・小規模
しょうきぼ

作業所
さぎょうじょ

 １ ２ ３ → １ ２ ３ 

３ 福祉
ふく し

サービスについておうかがいします。 

１ 20歳
さい

未満
みま ん

  ５ 50～59歳
さい

  ９ 知
し

らない 

２ 20～29歳
さい

  ６ 60～69歳
さい

  10 介助者
かいじょしゃ

は特
とく

にいない 

３ 30～39歳
さい

  ７ 70～79歳
さい

 

４ 40～49歳
さい

  ８ 80歳
さい

以上
いじょう

 

１ 配偶者
はいぐうしゃ

  ７ 姉妹
しま い

   13 友達
ともだち

 

２ 父親
ちちおや

  ８ 息子
むす こ

の配偶者
はいぐうしゃ

  14 ホームヘルパー 

３ 母親
ははおや

  ９ 娘
むすめ

の配偶者
はいぐうしゃ

   15 施設
しせ つ

職員
しょくいん

 

４ 息子
むす こ

  10 祖父
そ ふ

   16 その他
た

 

５ 娘
むすめ

   11 祖母
そ ぼ

   17 誰
だれ

もいない 

６ 兄弟
きょうだい

  12 孫
まご
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利用
りよ う

していますか 

（サービスごとにどちらかに○印
じるし

） 
 

今後
こん ご

利用
りよ う

したいですか 

（サービスごとにどちらかに○印
じるし

） 施設
しせ つ

サービス 

はい いいえ  はい いいえ 

⑩福祉
ふくし

ホーム １ ２ → １ ２ 

⑪生活
せいかつ

訓練
くんれん

施設
しせつ

 １ ２ → １ ２ 

 

利用
りよ う

していますか 

（サービスごとにどちらかに○印
じるし

） 
 

今後
こん ご

利用
りよ う

したいですか 

（サービスごとにどちらかに○印
じるし

） その他
た

のサービス・制度
せい ど

 

はい いいえ  はい いいえ 

⑫療 育
りょういく

相談
そうだん

 １ ２ → １ ２ 

⑬自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（育成
いくせい

医療
いりょう

） １ ２ → １ ２ 

⑭自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（更生
こうせい

医療
いりょう

） １ ２ → １ ２ 

⑮地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

センター １ ２ → １ ２ 

⑯障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 １ ２ → １ ２ 

⑰補
ほ

装具
そうぐ

の交付
こうふ

・修理
しゅうり

 １ ２ → １ ２ 

⑱日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

 １ ２ → １ ２ 

⑲その他
た

利
り

用
よう

しているサービス 
 

 
 

 

 

問
とい

16 問
とい

15にあげたサービス以外
いがい

で、特
とく

にどのような支援
しえん

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 話
はな

し相手
あいて

や地域
ちいき

の人
ひと

の声
こえ

かけ、訪問
ほうもん

 

２ ちょっとした不安
ふあん

や困
こま

りごとでも相談
そうだん

にのってくれる身近
みぢか

な相談
そうだん

サービス 

３ 趣味
しゅみ

やスポーツなどの集
あつ

まり 

４ 食事
しょくじ

の配達
はいたつ

サービス 

５ 外出
がいしゅつ

の時
とき

に自動車
じどうしゃ

で送迎
そうげい

してくれるサービス 

６ 買
か

い物
もの

など外出
がいしゅつ

に付
つ

き添
そ

ってくれるサービス 

７ 自宅
じた く

に来
き

てくれる散髪
さんぱつ

や理
り

美容
びよ う

サービス  

８ その他
た
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問
とい

17 サービスに関
かん

する情報
じょうほう

をどこから入手
にゅうしゅ

していますか。 

（主
おも

なもの3つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

18 これまでサービス利用
りよう

について不満
ふまん

や困
こま

ったことはありますか。 

（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

19 障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の成立
せいりつ

により、主
おも

な障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスは、原則
げんそく

としてサービ

スの利用量
りようりょう

に応
おう

じた個人
こじん

負担
ふたん

（１割
わり

）を支払
しはら

うことになりました。あなたのお気持
き も

ちは次
つぎ

のどれにあてはまりますか。 

（ただし所得
しょとく

に応
おう

じて負担
ふたん

上限
じょうげん

や軽減
けいげん

措置
そ ち

があります） （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

20 利用料
りようりょう

が必要
ひつよう

なサービスを利用
りよう

する場合
ばあい

、月
つき

いくらまでなら払
はら

ってもいいと考
かんが

えますか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

１ 広報
こうほう

田辺
たな べ

   ６ 家族
かぞ く

・親族
しんぞく

 

２ 学校
がっこう

・職場
しょくば

・施設
しせ つ

  ７ 専門
せんもん

相談
そうだん

機関
きか ん

（福祉
ふく し

事務所
じ む し ょ

、児童
じど う

相談所
そうだんじょ

等
など

） 

３ テレビ・ラジオ・新聞
しんぶん

 ８ ヘルパー 

４ 病院
びょういん

・診療所
しんりょうじょ

  ９ ボランティア 

５ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

   10 その他
た

 

１ 利用
りよ う

したいサービスが近
ちか

くにない 

２ どんなサービスがあるのかよく分
わ

からない 

３ どのサービスが自分
じぶ ん

に合
あ

っているのかよく分
わ

からない 

４ 今
いま

までサービスを利用
りよ う

したことがない 

５ 特
とく

にない 

６ その他
た

 

１ 個人
こじ ん

負担
ふた ん

が増
ふ

えてもサービスを利用
りよ う

したい 

２ 利用
りよ う

をやめたり、控
ひか

えることを考
かんが

えたい 

３ わからない 

４ その他
た

 

１ ５千円
せんえん

未満
みま ん

    ４ ３万円
まんえん

未満
みま ん

 

２ １万円
まんえん

未満
みま ん

    ５ ３万円
まんえん

以上
いじょう

 

３ ２万円
まんえん

未満
みま ん
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問
とい

21 あなたの世帯
せたい

の主
おも

な収 入 源
しゅうにゅうげん

は何
なん

ですか。 （主
おも

なもの２つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

問
とい

22 次
つぎ

の事業
じぎょう

や制度
せいど

を知
し

っていますか。また、今後
こんご

利用
りよう

したいと思
おも

いますか。 

（事業
じぎょう

の認知
にんち

、今後
こんご

の利用
りよう

意向
いこう

、それぞれにお答
こた

えください） 

事業
じぎょう

の認知
にんち

 

（１つに○印
じるし

） 

今後
こんご

の利用
りよう

意向
いこう

 

（１つに○印
じるし

） 
事業
じぎょう

・制度
せい ど

の名称
めいしょう

と概要
がいよう

 
知
し

って 

いる 
知
し

らない 
利用
りよう

して

いる 

利用
りよう

 

したい 

利用
りよう

した

くない 

わから 

ない 

①地域
ちい き

福祉
ふく し

権利
けん り

擁護
よう ご

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

のために福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

に

ついて判断
はんだん

がつきにくい場合
ばあい

や手続
てつづ

き

が難
むずか

しい場合
ばあい

、そのお手伝
てつだ

いをする

事業
じぎょう

（有料
ゆうりょう

） 

１ ２ １ ２ ３ ４ 

②成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

 

障害
しょうがい

により判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

で、

金銭
きんせん

管理
かん り

等
とう

ができない場合
ばあい

に、財産
ざいさん

管理
かん り

および身上
しんじょう

監護
かん ご

に関
かん

する契約
けいやく

等
とう

の法律
ほうりつ

行為
こう い

全般
ぜんぱん

を援助
えんじょ

する制度
せいど

 

１ ２ １ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

問
とい

23 健康
けんこう

状態
じょうたい

はいかがですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

問
とい

24 最近
さいきん

の健康
けんこう

状態
じょうたい

で、感
かん

じていることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

４ 医療
いりょう

・保健
ほけ ん

についておうかがいします。 

１ 健康
けんこう

である    ３ あまり健康
けんこう

ではない 

２ まあ健康
けんこう

である   ４ 健康
けんこう

ではない 

１ 体力
たいりょく

の衰
おとろ

えを感
かん

じる  ６ 物忘
ものわす

れがひどくなった 

２ 何
なに

をしても疲
つか

れやすくなった  ７ 気分
きぶん

が落
お

ち込
こ

むことが多
おお

い 

３ 肥満
ひまん

が気
き

になる   ８ 特
とく

に感
かん

じていることはない 

４ 歯
は

の具合
ぐあい

がよくない   ９ その他
た

 

５ ふだんのストレスがたまっている 

１ 給 料
きゅうりょう

・賃金
ちんぎん

   ５ 財産
ざいさん

収 入
しゅうにゅう

 

２ 公的
こうてき

手当
て あ

て    ６ 年金
ねんきん

 

３ 事業
じぎょう

収 入
しゅうにゅう

    ７ その他
た

 

４ 家族
かぞ く

からの援助
えんじょ

   ８ 収 入
しゅうにゅう

はない 
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問
とい

25 あなたは通院
つういん

していますか。また、通院
つういん

している方
かた

は、どれくらいの頻度
ひんど

で通院
つういん

し

ていますか。（1つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

問
とい

26 問
とい

25で1～4と回答
かいとう

した「通院
つういん

している」方
かた

におうかがいします。通院
つういん

などで

お困
こま

りのことはありますか。 （主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

27 あなたは保育所
ほいくしょ

や学校
がっこう

に通所
つうしょ

・通学
つうがく

していますか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

問
とい

28 あなたの通所
つうしょ

・通学先
つうがくさき

は次
つぎ

のどれにあたりますか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 週
しゅう

２回
かい

以上
いじょう

通院
つういん

している  ４ 月
つき

１回
かい

程度
てい ど

通院
つういん

している 

２ 週
しゅう

１回
かい

程度
てい ど

通院
つういん

している  ５ 通院
つういん

していない ⇒問
とい

27へ 

３ 月
つき

２回
かい

程度
てい ど

通院
つういん

している 

１ はい  ⇒問
とい

28へ        ２ いいえ  ⇒問
とい

30へ 

１ 保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

   ５ 小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

・高等
こうとう

学校
がっこう

（普通
ふつ う

学級
がっきゅう

） 

２ 障害児
しょうがいじ

通園
つうえん

施設
しせ つ

・児童
じど う

デイサービス ６ 大学
だいがく

・短大
たんだい

・専門
せんもん

学校
がっこう

 

３ 盲
もう

学校
がっこう

・ろう学校
がっこう

・養護
よう ご

学校
がっこう

  ７ その他
た

 

４ 小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

（障害児
しょうがいじ

学級
がっきゅう

） 

１ 通院
つういん

するときに介助
かいじょ

をしてくれる人
ひと

がいない 

２ 専門的
せんもんてき

な治療
ちりょう

を行
おこな

う医療
いりょう

機関
きか ん

が身近
みぢ か

にない 

３ 専門的
せんもんてき

なリハビリができる機関
きか ん

が身近
みぢ か

にない 

４ ちょっとした病気
びょうき

やけがのときに受
う

け入
い

れてくれる医療
いりょう

機関
きか ん

が身近
みぢ か

にない 

５ 気軽
きが る

に往診
おうしん

を頼
たの

める医師
い し

がいない 

６ 歯科
し か

診療
しんりょう

を受
う

けられない 

７ 医療費
いりょうひ

や交通費
こうつうひ

の負担
ふた ん

が大きい
おお

 

８ 気軽
きが る

に訓練
くんれん

にきてくれる機能
きの う

訓練士
くんれんし

がいない 

９ 特
とく

に困
こま

っていない 

10 その他
た

 

 

５ 保育
ほい く

・教育
きょういく

についておうかがいします。 
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問
とい

29 通所
つうしょ

・通学
つうがく

していて、感
かん

じていることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ノーマライゼーション：障害者
しょうがいしゃ

や高齢者
こうれいしゃ

など、社会的
しゃかいてき

に不利
ふ り

を受
う

けやすい人々
ひとびと

が、社会
しゃかい

の中
なか

で他
ほか

の

人々
ひとびと

と同
おな

じように生活
せいかつ

し、活動
かつどう

することが社会
しゃかい

の本来
ほんらい

ある姿
すがた

であるという

考
かんが

え方
かた

。 

 

 

 

 

問
とい

30 就労
しゅうろう

の状 況
じょうきょう

や形態
けいたい

は次
つぎ

のどれですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

31 問
とい

30で１～２と回答
かいとう

した「仕事
しごと

をしている」方
かた

におうかがいします。 

（１）就労先
しゅうろうさき

は次
つぎ

のどれですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

６ 仕事
しご と

についておうかがいします。 

１ 今
いま

の保育所
ほいくしょ

や学校
がっこう

に満足
まんぞく

している 

２ 障害
しょうがい

のない児童
じど う

・生徒
せい と

とのふれあいが少
すく

ない 

３ 周囲
しゅうい

の児童
じど う

・生徒
せい と

、またはその保護者
ほ ご し ゃ

の理解
りか い

がない 

４ 送迎
そうげい

の体制
たいせい

が不十分
ふじゅうぶん

 

５ 通所
つうしょ

・通学
つうがく

に時間
じか ん

がかかる 

６ 進路
しん ろ

指導
しど う

が不十分
ふじゅうぶん

（自立
じり つ

して働
はたら

けるような力
ちから

をつけさせてほしい） 

７ 障害
しょうがい

が理由
りゆ う

で利用
りよ う

できない設備
せつ び

がある 

８ ノーマライゼーションの考
かんが

え方
かた

に沿
そ

った保育
ほい く

や授業
じゅぎょう

の内容
ないよう

となっていない 

９ 休日
きゅうじつ

等
とう

に活動
かつどう

できる仲間
なか ま

や施設
しせ つ

がほしい 

10 学校
がっこう

に学童
がくどう

保育
ほい く

があるが利用
りよ う

できない 

11 学童
がくどう

保育
ほい く

がない 

12 特
とく

にない 

13 その他
た

 

１ 常勤
じょうきん

で仕事
しご と

をしている（福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

を含
ふく

む）  ⇒問
とい

31へ 

２ パートタイムやアルバイト（内職
ないしょく

）の仕事
しご と

をしている  ⇒問
とい

31へ 

３ 現在
げんざい

は仕事
しご と

をしていないが探
さが

している    ⇒問
とい

32へ 

４ 学校
がっこう

へ通
かよ

っている      ⇒問
とい

32へ 

５ 働
はたら

きたくても働
はたら

けない     ⇒問
とい

33へ 

６ 就労
しゅうろう

を希望
きぼ う

していない     ⇒問
とい

34へ 

７ その他
た

       ⇒問
とい

34へ 

1 民間
みんかん

企業
きぎょう

   4 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

（授産
じゅさん

施設
しせ つ

・作業所
さぎょうしょ

） 

2 官公庁
かんこうちょう

・団体
だんたい

  5 その他
た

 

3 自営業
じえいぎょう

（家業
かぎょう

を含
ふく

む） 
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（２）現在
げんざい

の仕事
しごと

の就労
しゅうろう

期間
きかん

はどのくらいですか。＜平成
へいせい

18年
ねん

７月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

＞ 

 

 

（３）あなたは現在
げんざい

の仕事
しごと

や職場
しょくば

に満足
まんぞく

していますか。 

（項目
こうもく

ごと１つに○印
じるし

） 
満足
まんぞく

 

している 

どちらかと

いえば満足
まんぞく

している 

どちらかと

いえば不満
ふま ん

である 

不満
ふまん

である 

①雇用
こよう

の形態
けいたい

 １ ２ ３ ４ 

②仕事
しごと

の内容
ないよう

 １ ２ ３ ４ 

③職場
しょくば

の施設
しせつ

や設備
せつび

の面
めん

 １ ２ ３ ４ 

④職場
しょくば

の人間
にんげん

関係
かんけい

の面
めん

 １ ２ ３ ４ 

⑤就 労
しゅうろう

による収 入
しゅうにゅう

 １ ２ ３ ４ 

⑥職場
しょくば

でのサポート １ ２ ３ ４ 

 

問
とい

32 問
とい

30で３～４と回答
かいとう

した「仕事
しごと

を探
さが

している」または「学校
がっこう

へ通
かよ

っている」方
かた

に

おうかがいします。あなたはどのような仕事
しごと

に就
つ

きたいですか。 

 

１ 常勤
じょうきん

で仕事
しご と

をしたい 

２ パートタイムやアルバイトの仕事
しご と

をしたい 
① 就労

しゅうろう

の形態
けいたい

は 

（１つに○印
じるし

） 
３ その他

た

（                     ） 

１ 民間
みんかん

企業
きぎょう

 

２ 官公庁
かんこうちょう

・団体
だんたい

 

３ 自営業
じえいぎょう

（家業
かぎょう

を含
ふく

む） 

４ 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

（授産
じゅさん

施設
しせ つ

・作業所
さぎょうしょ

） 

② 就労先
しゅうろうさき

は 

（あてはまるもの 

すべてに○印
じるし

） 

５ その他
た

 

 

問
とい

33 問
とい

30で５と回答
かいとう

した「働
はたら

きたくても働
はたら

けない」方
かた

におうかがいします。 

働
はたら

けない理由
りゆう

は何
なん

ですか。（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

（     ）年
ねん

（※１年
ねん

未満
みま ん

の場合
ばあ い

は「０」と記入
きにゅう

してください） 

1 重度
じゅうど

障害
しょうがい

のため   ６ 通勤
つうきん

が困難
こんなん

なため 

2 病気
びょうき

のため    ７ 家事
か じ

・育児
いく じ

のため 

3 高齢
こうれい

のため    ８ 就学
しゅうがく

・技術
ぎじゅつ

習得
しゅうとく

のため 

4 働
はたら

く場
ば

がないから   ９ その他
た

 

5 希望
きぼ う

職種
しょくしゅ

がないため     
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問
とい

34 全員
ぜんいん

におうかがいします。あなたが希望
きぼう

する仕事
しごと

に就
つ

くうえで、次
つぎ

のような課題
かだい

の

解決
かいけつ

が必要
ひつよう

ですか。過去
か こ

の経験
けいけん

も含
ふく

めてお答
こた

えください。また、現在
げんざい

就労
しゅうろう

して

いない方
かた

は将来
しょうらい

の予測
よそく

でお答
こた

えください。 

 

（項目
こうもく

ごと１つに○印
じるし

） 
とても

必要
ひつよう

 

どちらか

といえば

必要
ひつよう

 

どちらか 

といえば 

不必要
ふひつよう

 

不必要
ふひつよう

 

①障 害
しょうがい

のある人
ひと

の就 労
しゅうろう

を支援
しえん

する 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 
１ ２ ３ ４ 

②専門的
せんもんてき

な支援員
しえんいん

の配置
はいち

 １ ２ ３ ４ 

③障 害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する 職 業
しょくぎょう

教 育
きょういく

 １ ２ ３ ４ 

④事業主
じぎょうぬし

の理解
りかい

 １ ２ ３ ４ 

⑤他
ほか

の従 業 員
じゅうぎょういん

や顧客
こきゃく

などの理解
りかい

 １ ２ ３ ４ 

⑥通勤
つうきん

におけるバリア 

（道路
どうろ

や公 共
こうきょう

交通
こうつう

など）の解 消
かいしょう

 
１ ２ ３ ４ 

⑦職場
しょくば

の施設
しせつ

や設備面
せつびめん

のバリアの解 消
かいしょう

 １ ２ ３ ４ 

⑧自分
じぶん

自身
じしん

の心理的
しんりてき

な要因
よういん

 

（不安
ふあん

・消 極 的
しょうきょくてき

など）の解 消
かいしょう

 
１ ２ ３ ４ 
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問
とい

35 通勤
つうきん

や通学
つうがく

、施設
しせつ

や病院
びょういん

への通院
つういん

など、外出
がいしゅつ

する際
さい

の交通
こうつう

手段
しゅだん

は何
なん

ですか。 

（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

問
とい

36 外出
がいしゅつ

のとき、不便
ふべん

に感
かん

じたり困
こま

ることは何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

37 地震
じしん

など災害
さいがい

発生時
はっせいじ

の避難
ひなん

方法
ほうほう

等
とう

についておたずねします。 

（１）一人
ひとり

で避難
ひなん

することができますか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

（２）（1）で２と回答
かいとう

した「できない」方
かた

におうかがいします。 

避難
ひなん

するのに困
こま

ることは何
なん

ですか。 （あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

についておうかがいします。 

１ バス   ４ 電車
でんしゃ

  ７ 徒歩
と ほ

 

２ 自家用車
じか よう し ゃ

（本人運転
ほんにんうんてん

）  ５ タクシー・介護
かいご

タクシー ８ 車
くるま

いす・電動車
でんどうくるま

いす 

３ 自家用車
じか よう し ゃ

（家族運転
かぞくうんてん

）  ６ 自転車
じてんしゃ

  ９ その他
た

 

１ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きか ん

の利用
りよ う

が不便
ふべ ん

（路線
ろせ ん

がない、バスの便
びん

が少
すく

ない、乗降
じょうこう

が 難
むずか

しいなど） 

２ 障害者用
しょうがいしゃよう

駐 車 場
ちゅうしゃじょう

がない、または少
すく

ない 

３ 歩道
ほど う

に問題
もんだい

が多
おお

い（狭
せま

い、障害物
しょうがいぶつ

が多い、誘導
ゆうどう

ブロックの不備
ふ び

など） 

４ 建物内
たてものない

の設備
せつび

が利用
りよう

しにくい（階段
かいだん

、トイレ、案内
あんない

表示
ひょうじ

など） 

５ 休憩
きゅうけい

できる場所
ばし ょ

が少
すく

ない（身近
みぢ か

な公園
こうえん

や歩道
ほど う

のベンチなど） 

６ 介助者
かいじょしゃ

がいないと外出
がいしゅつ

できない 

７ その他
た

 

８ 特
とく

にない 

１ できる⇒問
とい

38へ  ２ できない  ３ 分
わ

からない⇒問
とい

38へ 

１ 避難
ひな ん

場所
ばし ょ

まで行
い

けない（坂
さか

や階段
かいだん

がある、避難
ひな ん

場所
ばし ょ

が遠
とお

いなど） 

２ 緊急時
きんきゅうじ

の介助者
かいじょしゃ

がいない 

３ 介助
かいじょ

している人
ひと

が高齢
こうれい

・病 弱
びょうじゃく

等
とう

で緊急時
きんきゅうじ

の介助
かいじょ

ができない 

４ 近隣
きんりん

の人間
にんげん

関係
かんけい

が疎遠
そえ ん

でお願
ねが

いできない 

５ 災害時
さいがいじ

の緊急
きんきゅう

の連絡
れんらく

方法
ほうほう

・連絡先
れんらくさき

がわからない 

６ 災害時
さいがいじ

の情報
じょうほう

入手
にゅうしゅ

・連絡
れんらく

の手段
しゅだん

がない 

７ その他
た
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問
とい

38 日常
にちじょう

生活
せいかつ

において、障害
しょうがい

があるために差別
さべつ

や偏
へん

見
けん

、疎外感
そがいかん

を感
かん

じることが

ありますか（１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

問
とい

39 問
とい

38で１～２と回答
かいとう

した「差別
さべつ

や偏見
へんけん

、疎外感
そがいかん

を感
かん

じている」方
かた

におうかがい

します。どのようなときにそれを感
かん

じましたか。 

（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

40 全員
ぜんいん

におうかがいします。障害
しょうがい

のある人
ひと

にとって住
す

みよいまちをつくるために、

どのようなことが必要
ひつよう

だと考
かんが

えますか。 （主
おも

なもの５つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 何
なん

でも相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

をつくるなど相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

２ サービス利用
りよ う

の手続
てつ づ

きの簡素
かん そ

化
か

 

３ 行政
ぎょうせい

からの福祉
ふく し

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

 

４ 保健
ほけ ん

や福祉
ふく し

の専門的
せんもんてき

な人材
じんざい

の育成
いくせい

と資質
しし つ

の向上
こうじょう

 

５ 参加
さん か

しやすいスポーツ・サークル・文化
ぶん か

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

６ いろいろなボランティア活動
かつどう

の育成
いくせい

 

７ 在宅
ざいたく

での生活
せいかつ

や介助
かいじょ

がしやすいよう、保健
ほけ ん

・医療
いりょう

・福祉
ふく し

のサービスの充実
じゅうじつ

 

８ リハビリ・生活
せいかつ

訓練
くんれん

・職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

などの通所
つうしょ

施設
しせ つ

の整備
せい び

 

９ 地域
ちい き

でともに学
まな

べる保育
ほい く

・教育
きょういく

内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

 

10 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

の充実
じゅうじつ

や働
はたら

く場所
ばし ょ

の確保
かく ほ

 

11 障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、住民
じゅうみん

同士
どう し

がふれあう機会
きか い

や場
ば

の充実
じゅうじつ

 

12 利用
りよ う

しやすい道路
どう ろ

・建物
たてもの

などの整備
せい び

・改善
かいぜん

 

13 障害
しょうがい

に配慮
はいりょ

した公営
こうえい

住宅
じゅうたく

や、グループホームの整備
せい び

など、生活
せいかつ

の場
ば

の確保
かく ほ

 

14 災害
さいがい

のときの避難
ひな ん

誘導
ゆうどう

体制
たいせい

（緊急
きんきゅう

通報
つうほう

システムなど）の整備
せい び

 

15 差別
さべ つ

や偏見
へんけん

をなくすための福祉
ふく し

教育
きょういく

や広報
こうほう

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

16 本人
ほんにん

や家族
かぞ く

の積極性
せっきょくせい

 

17 その他
た

 

１ よく感
かん

じる   ⇒問
とい

39へ  ３ ほとんど感
かん

じたことはない ⇒問
とい

40へ 

２ ときどき感
かん

じる ⇒問
とい

39へ  ４ まったく感
かん

じたことはない ⇒問
とい

40へ 
 

１ 仕事
しご と

や収 入
しゅうにゅう

   ７ 街
まち

かどでの人間
にんげん

の視線
しせ ん

 

２ 教育
きょういく

の場
ば

    ８ 店
みせ

などでの応対
おうたい

・態度
たい ど

 

３ 人間
にんげん

関係
かんけい

    ９ 市
し

役所
やくしょ

職員
しょくいん

の応対
おうたい

・態度
たい ど

 

４ 冠婚葬祭
かんこんそうさい

    10 交通
こうつう

機関
きか ん

の利用
りよ う

 

５ スポーツ・趣味
しゅ み

の活動
かつどう

  11 その他
た

 

６ 地区
ち く

の行事
ぎょうじ

・集
あつ

まり 
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問
とい

41 介助者
かいじょしゃ

の健康
けんこう

状態
じょうたい

はいかがですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

問
とい

42 介助者
かいじょしゃ

として、次
つぎ

のうちあてはまるものは何
なん

ですか。 

（各項目
かくこうもく

ごと１つに○印
じるし

） 大
おお

いにある 多少
たしょう

ある ない 

①医療費
いりょうひ

や交通費
こうつうひ

などの経済的
けいざいてき

負担
ふたん

が大
おお

きい １ ２ ３ 

②本人
ほんにん

の介助
かいじょ

で仕事
しごと

や家事
か じ

ができない １ ２ ３ 

③自由
じゆう

に外 出
がいしゅつ

できない １ ２ ３ 

④本人
ほんにん

の介助
かいじょ

で自分
じぶん

の時間
じかん

が持
も

てない １ ２ ３ 

⑤心身
しんしん

ともに疲
つか

れる １ ２ ３ 

⑥将 来
しょうらい

の見通
みとお

しがたてられない １ ２ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご 協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

８ 家庭内
かていない

の主
おも

な介助者
かいじょしゃ

の方
かた

におうかがいします。 

１ 健康
けんこう

である    ３ あまり健康
けんこう

ではない 

２ まあ健康
けんこう

である   ４ 健康
けんこう

ではない 

 

最後
さいご

に、ご意見
いけん

、ご提案
ていあん

などがありましたら、ご自由
じゆう

にお書
か

きください。 
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Ⅵ 精神障害者用調査票 
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 はじめにあなたについて基
き

本
ほん

的
てき

な事
こと

柄
がら

をおうかがいします。 

（宛名
あて な

のご本人
ほんにん

のことを本
ほん

調
ちょう

査
さ

では「あなた」といいます。） 

調査
ちょうさ

に回答
かいとう

されるのはどなたですか。（１つに○ 印
じるし

） 

（ご本人
ほんにん

がご回答
かいとう

されない場合
ばあい

、ご家族
かぞく

または介助者
かいじょしゃ

の方
かた

が代
か

わりにご回答
かいとう

ください。） 

１ 男
おとこ

     ２ 女
おんな

 

１ ご本人
ほんにん

    ３ その他
た

（            ） 

２ ご家族
かぞ く

 

１ １ 級
きゅう

  ４ ４ 級
きゅう

 

２ ２ 級
きゅう

  ５ ５ 級
きゅう

 

３ ３ 級
きゅう

  ６ ６ 級
きゅう

 

１ １ 級
きゅう

  ３ ３ 級
きゅう

 

２ ２ 級
きゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１ あなたの性
せい

別
べつ

を、お聞
き

かせください。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

問
とい

２ あなたの年
ねん

齢
れい

は満
まん

何歳
なんさい

ですか。＜平成
へいせい

18年
ねん

７月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

＞（１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

問
とい

３ あなたのお住
す

まいはどちらの地
ち

区
く

ですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

問
とい

４ あなたは次
つぎ

の手
て

帳
ちょう

をお持
も

ちですか。お持
も

ちの場
ば

合
あい

は手
て

帳
ちょう

の等
とう

級
きゅう

もお答
こた

えくださ

い。（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 田辺
たな べ

    ２ 龍神
りゅうじん

    ３ 中辺路
な か へ ち

    ４ 大塔
おおとう

    ５ 本宮
ほんぐう

 

１ ０歳
さい

～６歳
さい

   ５ 40歳
さい

～49歳
さい

  ９ 80歳
さい

～89歳
さい

 

２ ７歳
さい

～19歳
さい

   ６ 50歳
さい

～59歳
さい

  10 90歳
さい

～99歳
さい

 

３ 20歳
さい

～29歳
さい

  ７ 60歳
さい

～69歳
さい

  11 100歳
さい

以上
いじょう

 

４ 30歳
さい

～39歳
さい

  ８ 70歳
さい

～79歳
さい

 

１ Ａ１  ３ B１ 

２ Ａ2  ４ B２ 

１ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

手帳
てちょう

 

 

２ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

 

３ 療育
りょういく

手帳
てちょう
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１ 要介護
ようかいご

認定
にんてい

を受
う

けている 
 

 

２ 要介護
ようかいご

認定
にんてい

を受
う

けていない 

１ 自宅
じたく

に住
す

んでいる  ２ 施
し

設
せつ

で生活
せいかつ

している  ３ 病 院
びょういん

に 入
にゅう

院
いん

している 

①自宅
じたく

で生活
せいかつ

している方
かた

へ 

（以下
い か

の設問
せつもん

は、問
とい

６で「１ 自宅
じたく

に住
す

んでいる」と答
こた

えた方
かた

がお答
こた

えください。） 

問
とい

５ 40歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

におうかがいします。介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の要
よう

介
かい

護
ご

認定
にんてい

を受
う

けていますか。 

受
う

けている場合
ばあい

は要介護度
ようかいごど

をお答
こた

え下
くだ

さい。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

６ 現在
げんざい

あなたが生活
せいかつ

している場
ば

所
しょ

はどこですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

↓ ↓ ↓ 

※下の「①自宅
じた く

で生活
せいかつ

している 

方
かた

へ」にお進
すす

みください。 

※106ページの「②自
じ

宅
たく

・施
し

設
せつ

で生活
せいかつ

している方
かた

へ」にお進
すす

みください。 

※109ページの「③入
にゅう

院 中
いんちゅう

の 

方
かた

へ」にお進
すす

みください。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

７ あなたのご自宅
じたく

は、次
つぎ

のうちどれですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

問
とい

８ 現在
げんざい

、一緒
いっしょ

に暮
く

らしている人
ひと

は誰
だれ

ですか。 （あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ 

続
つづ

けて次
つぎ

の「②自宅
じたく

・施
し

設
せつ

で生活
せいかつ

している方
かた

へ」の設
せつ

問
もん

にお答
こた

えください。 

１ 持
も

ち家
いえ

    ３ 公営
こうえい

住
じゅう

宅
たく

（県営
けんえい

・市営
しえ い

） 

２ 借家
しゃくや

・アパート   ４ その他
た

 

 

１ 配偶者
はいぐうしゃ

  ６ 兄弟
きょうだい

  11 祖母
そ ぼ

 

２ 父親
ちちおや

  ７ 姉妹
しま い

  12 孫
まご

 

３ 母親
ははおや

  ８ 息子
むす こ

の配偶者
はいぐうしゃ

 13 友達
ともだち

 

４ 息子
むす こ

  ９ 娘
むすめ

の配偶者
はいぐうしゃ

  14 その他
た

 

５ 娘
むすめ

   10 祖父
そ ふ

   

１ 要支援
ようしえん

１   ５ 要介護
ようかいご

３ 

２ 要支援
ようしえん

２   ６ 要介護
ようかいご

４ 

３ 要介護
ようかいご

１   ７ 要介護
ようかいご

５ 

４ 要介護
ようかいご

２    
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②自宅
じたく

・施設
しせつ

で生活
せいかつ

している方
かた

へ 

（以下
い か

の設問
せつもん

は、問
とい

６で「１ 自宅
じたく

に住
す

んでいる」「２ 施設
しせつ

で生活
せいかつ

している」と答
こた

えた方
かた

がお答
こた

えください。） 

１ 家
か

族
ぞく

と一緒
いっしょ

に自宅
じたく

で暮
く

らしたい 

２ 一人
ひとり

暮
ぐ

らしや結婚
けっこん

のために家
いえ

を借
か

りたい 

３ 専門
せんもん

の職 員
しょくいん

がいて 共
きょう

同
どう

生活
せいかつ

ができる施
し

設
せつ

を利用
りよう

したい 

４ 生活
せいかつ

の訓練
くんれん

をするための施
し

設
せつ

やサービスを利用
りよう

したい 

５ 病 院
びょういん

に 入
にゅう

院
いん

したい 

６ その他
た

 

（     ）年
ねん

（※１年
ねん

未満
みまん

の場合
ばあい

は「０」と記入
きにゅう

してください。） 

 

 

 

 

 

問
とい

９ 次
つぎ

にあげるいろいろな「生活
せいかつ

の場
ば

」のうち、今後
こんご

暮
く

らしたいと思
おも

うのはどれですか。 

（１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

10 平日
へいじつ

の昼間
ひるま

を主
おも

にどこでお過
す

ごしですか。（１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

11 問
とい

10で８と回
かい

答
とう

された「仕事
しごと

をしている方
かた

」におうかがいします。 

 

（１）就労先
しゅうろうさき

は次
つぎ

のどれですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

（２）現在
げんざい

の仕事
しごと

の就労
しゅうろう

期
き

間
かん

はどのくらいですか。＜平成
へいせい

18年
ねん

７月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

＞ 

 

 

 

１ 民間
みんかん

企業
きぎょう

    ４ 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

（授産
じゅさん

施設
しせ つ

・作業所
さぎょうしょ

） 

２ 官公庁
かんこうちょう

・団体
だんたい

   ５ その他
た

 

３ 自営業
じえいぎょう

（家業
かぎょう

を含
ふく

む） 

１ 自宅
じた く

    ７ 大学
だいがく

・短大
たんだい

・専門
せんもん

学校
がっこう

 

２ 保育所
ほいくしょ

    ８ 職場
しょくば

 

３ 幼稚園
ようちえん

    ９ 通所
つうしょ

施設
しせ つ

 

４ 障害児
しょうがいじ

のための学校
がっこう

   10 入所
にゅうしょ

施設
しせ つ

 

５ 学校
がっこう

の特殊
とくしゅ

学級
がっきゅう

   11 その他
た

 

６ 学校
がっこう

の普通
ふつ う

学級
がっきゅう
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１ 病気
びょうき

の 症状
しょうじょう

がつらい 

２ 人
ひと

付
づ

き合
あ

いが苦
にが

手
て

 

３ 仕事
しごと

が覚
おぼ

えられるかが心配
しんぱい

 

４ 体 力
たいりょく

がついていかない 

５ ほかにしたいことやしなければならないことがある（家
か

事
じ

・育児
いくじ

・通学
つうがく

など） 

６ 働
はたら

く必
ひつ

要
よう

性
せい

を感
かん

じない、または働
はたら

きたくない 

７ 就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

をしても雇
やと

ってもらえない 

８ 自分
じぶん

にあった就 労
しゅうろう

条 件
じょうけん

がない 

９ その他
た

 

 

（３）あなたは現在
げんざい

の仕事
しごと

や職
しょく

場
ば

に満足
まんぞく

していますか。 

（項
こう

目
もく

ごと１つに○印
じるし

） 
満足
まんぞく

 

している 

どちらかと

いえば満足
まんぞく

している 

どちらかと

いえば不満
ふま ん

である 

不満
ふまん

である 

①雇用
こよ う

の形態
けいたい

 １ ２ ３ ４ 

②仕事
しご と

の内
ない

容
よう

 １ ２ ３ ４ 

③ 職
しょく

場
ば

の施
し

設
せつ

や設備
せつび

の面
めん

 １ ２ ３ ４ 

④ 職
しょく

場
ば

の人間
にんげん

関
かん

係
けい

の面
めん

 １ ２ ３ ４ 

⑤就 労
しゅうろう

による 収
しゅう

入
にゅう

 １ ２ ３ ４ 

⑥ 職
しょく

場
ば

でのサポート １ ２ ３ ４ 

 

 

問
とい

12 現在
げんざい

、仕事
しごと

をされていない方
かた

におうかがいします。 

仕事
しごと

をされていないのはどういった理
り

由
ゆう

からですか。（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 
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問
とい

13 今後
こんご

、日
にっ

中
ちゅう

はどのようなことをしていきたいですか。（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

14 地域
ちいき

の人
ひと

とどのようなお付
つ

き合
あ

いをされていますか。（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

↓ 

８ページの問
とい

18に進
すす

んでください。 

１ 正社員
せいしゃいん

・従 業 員
じゅうぎょういん

として働
はたら

きたい 

２ パート・臨
りん

時
じ

・アルバイトなど自
じ

分
ぶん

が 働
はたら

ける時
じ

間
かん

は 働
はたら

きたい 

３ 職
しょく

業
ぎょう

に就
つ

くための技術
ぎじゅつ

を身
み

につけたい 

４ 家
か

業
ぎょう

（自営業
じえいぎょう

や農業
のうぎょう

など）を手
て

伝
つだ

いたい 

５ 授
じゅ

産
さん

施
し

設
せつ

・ 小
しょう

規
き

模
ぼ

作
さ

業
ぎょう

所
しょ

に通
かよ

いたい 

６ 家
か

事
じ

をしたい 

７ 学
がっ

校
こう

に通
かよ

いたい 

８ 病
びょう

院
いん

に通
かよ

いたい 

９ デイケアに通
かよ

いたい 

10 同
おな

じ 障
しょう

害
がい

のある人たち同士
どう し

の活動
かつどう

・集
あつ

まりに通
かよ

いたい 

11 その他
た

 

１ 会
あ

った時
とき

にはあいさつをする   ６ 学校
がっこう

行事
ぎょうじ

に参加
さん か

する 

２ 世間話
せけんばなし

をする    ７ その他
た

 

３ 一緒
いっしょ

に遊
あそ

ぶ     ８ 付
つ

き合
あ

いをしていない 

４ 町内会
ちょうないかい

や子
こ

ども会
かい

などの地域
ちい き

活動
かつどう

を一緒
いっしょ

にする 

５ スポーツやサークル活動
かつどう

を一緒
いっしょ

にする 
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③ 入
にゅう

院
いん

中
ちゅう

の方
かた

へ 

（以下
い か

の設問
せつもん

は、問
とい

６で「３ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

している」と答
こた

えた方
かた

がお答え
こた

ください。） 

１ 賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

など住
す

む家
いえ

を準備
じゅんび

すること 

２ 支援
しえん

スタッフのいる 住
じゅう

宅
たく

施
し

設
せつ

を利用
りよう

すること 

３ 仕事
しごと

に就
つ

くこと、またはそのための準備
じゅんび

をすること 

４ 通
かよ

えるなじみの場
ば

所
しょ

があること 

５ パートナーや友人
ゆうじん

など理
り

解者
かいしゃ

がいること 

６ 生活
せいかつ

するためのお金
かね

があること 

７ 保
ほ

証 人
しょうにん

（アパートや施
し

設
せつ

利用
りよう

などの契約
けいやく

時
じ

に必
ひつ

要
よう

）がいること 

８ 食事
しょくじ

の準備
じゅんび

や洗濯
せんたく

・掃除
そうじ

など家事
か じ

を手
て

伝
つだ

ってくれる人
ひと

がいること 

９ 金銭管
きんせんかん

理
り

を手伝
てつだ

ってくれる人
ひと

がいること 

10 体 調
たいちょう

や服薬
ふくやく

のアドバイスをくれる人
ひと

がいること 

11 どんなものが必
ひつ

要
よう

なのか相談
そうだん

に乗
の

ってくれる人
ひと

がいること 

12 緊急時
きんきゅうじ

に助
たす

けてくれる人
ひと

がいること 

13 特
とく

にない 

14 その他
た

 

 

 

 

 
 

問
とい

15 今後
こんご

、退院
たいいん

するためにどのような条件
じょうけん

が必
ひつ

要
よう

だと思
おも

いますか。 

（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

16 次
つぎ

にあげるいろいろな「生活
せいかつ

の場
ば

」のうち、今後
こんご

、暮
く

らしたい環境
かんきょう

や利用
りよう

してみ

たい施
し

設
せつ

はどれですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 今
いま

のままでよい（退院
たいいん

したくない） 

２ 家
か

族
ぞく

と一緒
いっしょ

に自宅
じたく

で暮
く

らしたい 

３ 一人
ひとり

暮
ぐ

らしや結婚
けっこん

のために家
いえ

を借
か

りたい 

４ 専門
せんもん

の 職員
しょくいん

がいて 共
きょう

同
どう

生活
せいかつ

ができる施
し

設
せつ

を利用
りよう

したい 

５ 生活
せいかつ

の練 習
れんしゅう

をするための施
し

設
せつ

やサービスを利用
りよう

したい 

６ その他
た
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ここからの設問
せつもん

は、全員
ぜんいん

の方
かた

がお答え
こた

ください。 

１ 健康
けんこう

である    ３ あまり健康
けんこう

ではない 

２ まあ健康
けんこう

である   ４ 健康
けんこう

ではない 
 

１ 体 力
たいりょく

の衰
おとろ

えを感
かん

じる  ６ 物忘
ものわす

れがひどくなった 

２ 何
なに

をしても疲
つか

れやすくなった  ７ 気分
きぶん

が落
お

ち込
こ

むことが多
おお

い 

３ 肥満
ひまん

が気
き

になる   ８ 特
とく

に感
かん

じていることはない 

４ 歯
は

の具合
ぐあい

がよくない   ９ その他
た

 

５ ふだんのストレスがたまっている 

問
とい

17 今後
こんご

、退院
たいいん

したら日
にっ

中
ちゅう

はどのようなことをしていきたいですか。 

（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■医
い

療
りょう

・保
ほ

健
けん

についておうかがいします 
 

問
とい

18 健康
けんこう

状態
じょうたい

はいかがですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

問
とい

19 最近
さいきん

の健康
けんこう

状態
じょうたい

で、感
かん

じていることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 正社員
せいしゃいん

・従 業 員
じゅうぎょういん

として 働
はたら

きたい 

２ パート・臨時
りんじ

・アルバイトなど自分
じぶん

が 働
はたら

ける時間
じかん

は 働
はたら

きたい 

３ 職 業
しょくぎょう

に就
つ

くための技術
ぎじゅつ

を身
み

につけたい 

４ 家
か

業
ぎょう

（自営業
じえいぎょう

や農 業
のうぎょう

など）を手伝
てつだ

いたい 

５ 授産
じゅさん

施
し

設
せつ

・小規模
しょうきぼ

作業所
さぎょうしょ

に通
かよ

いたい 

６ 家
か

事
じ

をしたい 

７ 学
がっ

校
こう

に通
かよ

いたい 

８ 病
びょう

院
いん

に通
かよ

いたい 

９ デイケアに通
かよ

いたい 

10 同
おな

じ 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たち同士
どう し

の活動
かつどう

・集
あつ

まりに通
かよ

いたい 

11 その他
た
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１ 20歳
さい

未満
みま ん

  ５ 50～59歳
さい

  ９ 知
し

らない 

２ 20～29歳
さい

  ６ 60～69歳
さい

  10 介助者
かいじょしゃ

は特
とく

にいない 

３ 30～39歳
さい

  ７ 70～79歳
さい

 

４ 40～49歳
さい

  ８ 80歳
さい

以上
いじょう

 

１ ホームヘルプ・デイケア・ショートステイ等
とう

を頼
たの

む 

２ 家族
かぞく

・親戚
しんせき

に頼む
たの

 

３ 知人
ちじん

・友人
ゆうじん

・近所
きんじょ

の人
ひと

に頼
たの

む 

４ ボランティアに頼む
たの

 

５ 施設
しせつ

や病 院
びょういん

を利用
りよう

する 

６ その他
た

 

 

問
とい

20 あなたは通院
つういん

していますか。また、通院
つういん

している方
かた

は、どれくらいの頻度
ひんど

で通院
つういん

し

ていますか。（1つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

■主
おも

な介
かい

助者
じょしゃ

についておうかがいします 
 

問
とい

21 主
おも

な介
かい

助者
じょしゃ

はどなたですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

22 主
おも

な介
かい

助者
じょしゃ

の年
ねん

齢
れい

はおいくつですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

23 主
おも

な介
かい

助者
じょしゃ

に介
かい

護
ご

・援助
えんじょ

してもらえなくなった場
ば

合
あい

、どのようにしたいと思
おも

いま

すか。（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 週
しゅう

２回
かい

以上
いじょう

通院
つういん

している  ４ 月
つき

１回
かい

程度
てい ど

通院
つういん

している 

２ 週
しゅう

１回
かい

程度
てい ど

通院
つういん

している  ５ 通院
つういん

していない 

３ 月
つき

２回
かい

程度
てい ど

通院
つういん

している 

１ 配偶者
はいぐうしゃ

  ７ 姉妹
しま い

  13 友達
ともだち

 

２ 父親
ちちおや

  ８ 息子
むす こ

の配偶者
はいぐうしゃ

 14 ホームヘルパー 

３ 母親
ははおや

  ９ 娘
むすめ

の配偶者
はいぐうしゃ

  15 施設
しせ つ

職員
しょくいん

 

４ 息子
むす こ

  10 祖父
そ ふ

  16 その他
た

 

５ 娘
むすめ

   11 祖母
そ ぼ

  17 誰
だれ

もいない 

６ 兄弟
きょうだい

  12 孫
まご
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■福祉
ふくし

サービスについておうかがいします 

問
とい

24 あなたは次
つぎ

の制度
せいど

や事業
じぎょう

を知
し

っていますか。また利用
りよう

したいですか。 

※ご利用
りよう

の施設
しせつ

などの種別
しゅべつ

がわからない場合
ばあい

は、別紙
べっし

「田辺市
たな べ し

障 害 者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

一 覧 表
いちらんひょう

」でご確
かく

認
にん

ください。 

制度
せいど

や事業
じぎょう

 
知
し

っていますか？ 

（どちらかに○印
じるし

） 

利用
りよう

したいですか？ 

（どれかに○ 印
じるし

） 

①ホームヘルプサービス事業
じぎょう

 

ホームヘルパーが自宅
じたく

に訪
ほう

問
もん

し、食事
しょくじ

やそうじなどの生活
せいかつ

支援
しえん

を 行
おこな

う事業
じぎょう

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

②通所
つうしょ

介
かい

護
ご

（デイケア） 

自宅
じたく

にいる人
ひと

が通所
つうしょ

し、交 流
こうりゅう

や趣味
しゅみ

・

創作
そうさく

活動
かつどう

等
など

を通
とお

して、日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

の

訓練
くんれん

や社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

していく事業
じぎょう

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

③短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

事業
じぎょう

（ショートステイ） 

自宅
じたく

にいる人
ひと

が、入
にゅう

院
いん

の必
ひつ

要
よう

はないが

一時的
いちじてき

に自宅
じたく

での生活
せいかつ

が困難
こんなん

なとき、

その生活
せいかつ

を支える
ささ

ために生活
せいかつ

訓練
くんれん

施
し

設
せつ

などを１週 間
しゅうかん

程度
ていど

利用
りよう

できる事業
じぎょう

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

④地
ち

域
いき

生活
せいかつ

援助
えんじょ

事業
じぎょう

（グループホーム） 

４～９人
にん

程度
ていど

の 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

同
どう

士
し

が

世話人
せわに ん

の支援
しえん

のもと助
たす

け合
あ

いながら

生活
せいかつ

する 住
じゅう

居
きょ

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

⑤生活
せいかつ

訓練
くんれん

施
し

設
せつ

 

将 来
しょうらい

の自立
じりつ

生活
せいかつ

にむけて、集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

の中
なか

で生活
せいかつ

の練 習
れんしゅう

をするための施
し

設
せつ

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

⑥福祉
ふくし

ホーム 

家
か

庭
てい

環 境
かんきょう

・住
じゅう

宅
たく

事情
じじょう

などのため、住
じゅう

居
きょ

の確
かく

保
ほ

が 難
むずか

しい方
かた

に居室
きょしつ

を 提 供
ていきょう

するとともに、社会
しゃかい

復帰
ふっき

のための指導
しどう

も

行
おこな

う施設
しせつ

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 
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制度
せいど

や事業
じぎょう

 
知って
し

いますか？ 

（どちらかに○印
じるし

） 

利用
りよう

したいですか？ 

（どれかに○ 印
じるし

） 

⑦救護
きゅうご

施
し

設
せつ

 

身
しん

体
たい

や精神
せいしん

に 障
しょう

害
がい

があり、経済的
けいざいてき

な

問
もん

題
だい

も含めて
ふく

日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

をおくるのが

困難
こんなん

な人
ひと

たちが、健康
けんこう

に安心
あんしん

して生活
せいかつ

するための保
ほ

護
ご

施
し

設
せつ

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

⑧通所
つうしょ

授産
じゅさん

施
し

設
せつ

・小規模
しょうきぼ

授産
じゅさん

施設
しせ つ

・

小規模
しょうきぼ

作業所
さぎょうじょ

 

基
き

本
ほん

的
てき

な作業
さぎょう

を経験
けいけん

することによって

仕事
しごと

に就
つ

くための 力
ちから

をつけていく

練 習
れんしゅう

の場
ば

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

⑨精神
せいしん

障
しょう

害者
がいしゃ

地
ち

域
いき

生活
せいかつ

支援
しえん

センター 

地
ち

域
いき

で 生活
せいかつ

している方
かた

が 安心
あんしん

して

生活
せいかつ

できるよう日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

や就 労
しゅうろう

、

制度
せいど

やサービスの利用
りよう

などについて

相談
そうだん

を受
う

け支援
しえん

していくところ 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

⑩社会
しゃかい

適応
てきおう

訓練
くんれん

事業
じぎょう

 

精神
せいしん

障
しょう

害
がい

に理
り

解
かい

が深
ふか

く、その社会
しゃかい

的
てき

自立
じりつ

に熱
ねつ

意
い

を持
も

った 協
きょう

力
りょく

事業
じぎょう

所
しょ

に

おいて実際
じっさい

に 働
はたら

くことによって、仕事
しごと

に必
ひつ

要
よう

な 力
ちから

をつけていくための練 習
れんしゅう

を 行
おこな

う事業
じぎょう

（期
き

間
かん

制限
せいげん

６か月
げつ

を単位
たんい

に最 長
さいちょう

１年
ねん

） 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

⑪地
ち

域
いき

福祉
ふくし

権利
けんり

擁護
ようご

事業
じぎょう

 

障
しょう

害
がい

のために福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

につ

いて判断
はんだん

がつきにくい場
ば

合
あい

や手続
てつづ

きが

難
むずか

しい場
ば

合
あい

、そのお手伝
てつだ

いをする事業
じぎょう

（有 料
ゆうりょう

） 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 

⑫成
せい

年
ねん

後見
こうけん

制度
せいど

 

障 害
しょうがい

により判断
はんだん

能 力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

で、

金銭管
きんせんかん

理
り

等
など

ができない場
ば

合
あい

に、財産管
ざいさんかん

理
り

および身
しん

上
じょう

監護
かんご

に関
かん

する契約
けいやく

等
とう

の

法律
ほうりつ

行為
こうい

全般
ぜんぱん

を援助
えんじょ

する制度
せいど

 

１ 知
し

っている 

２ 知
し

らない 

１ 利用
りよう

している 

２ 利用
りよう

したい 

３ 利用
りよう

したくない 

４ わからない 
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１ 個人
こじん

負担
ふたん

が増
ふ

えてもサービスを利用
りよう

したい 

２ 利用
りよう

をやめたり、控
ひか

えることを 考
かんが

えたい 
 
３ わからない 

４ その他
た

 

問
とい

25 あなたは、生活
せいかつ

しやすくなるためにどんな制度
せいど

・サービスが必
ひつ

要
よう

だと思います
おも

か。 

（項
こう

目
もく

ごとに必
ひつ

要
よう

、必
ひつ

要
よう

でない、わからないのどれかに〇 印
じるし

） 

福
ふく

 祉
し

 施
し

 策
さく

 必要
ひつよう

 
必
ひつ

要
よう

で 

ない 

わから 

ない 

①保証人
ほしょうにん

がいなくても家
いえ

が借
か

りられるような制度
せい ど

 １ ２ ３ 

②専門
せんもん

の職員
しょくいん

がいて共同
きょうどう

生活
せいかつ

ができる施設
しせ つ

 １ ２ ３ 

③自立
じりつ

生活
せいかつ

の練習
れんしゅう

をするための施
し

設
せつ

 １ ２ ３ 

④入院費
にゅういんひ

や通院費
つういんひ

の負担
ふた ん

を軽
かる

くする制度
せい ど

 １ ２ ３ 

⑤調子
ちょうし

が急
きゅう

に悪
わる

くなった時
とき

に対応
たいおう

してくれる病院
びょういん

 １ ２ ３ 

⑥必要
ひつよう

なときは、往診
おうしん

や訪問
ほうもん

相談
そうだん

をしてもらえる体制
たいせい

 １ ２ ３ 

⑦精神
せいしん

医療
いりょう

や福祉
ふく し

サービスなどの情報
じょうほう

が手軽
てが る

にわかること １ ２ ３ 

⑧就労
しゅうろう

の練習
れんしゅう

のために通
かよ

う施設
しせ つ

 １ ２ ３ 

⑨日中
にっちゅう

を安心
あんしん

して過
す

ごせる場
ば

 １ ２ ３ 

⑩生
い

きがい・趣味
しゅ み

を持
も

てる場
ば

 １ ２ ３ 

⑪手
て

ごろな金額
きんがく

の配食
はいしょく

サービス １ ２ ３ 

⑫障害
しょうがい

を理解
り か い

してくれる職場
しょくば

を増
ふ

やすような取
と

り組
く

み １ ２ ３ 

⑬障害
しょうがい

のある人
ひと

の就労
しゅうろう

・復職
ふくしょく

を支援
しえ ん

する相談
そうだん

窓口
まどぐち

 １ ２ ３ 

⑭専門的
せんもんてき

な就労
しゅうろう

支援員
しえんいん

（ジョブコーチ等
など

）の配置
は い ち

・増員
ぞういん

 １ ２ ３ 

⑮仕事
しご と

に少
すこ

しずつなれていけるための制度
せい ど

 １ ２ ３ 

⑯学校
がっこう

教育
きょういく

での心
こころ

の病気
びょうき

やケアについての学習
がくしゅう

の機会
きか い

 １ ２ ３ 

⑰地域
ちい き

の人
ひと

と自然
しぜ ん

な交流
こうりゅう

ができる場
ば

・機会
きか い

 １ ２ ３ 

⑱通院
つういん

や買
か

い物
もの

などに付
つ

き添
そ

ってくれるサービス １ ２ ３ 

⑲手
て

ごろな金額
きんがく

で利用
りよ う

できる交通
こうつう

・移動
いど う

手段
しゅだん

 １ ２ ３ 

⑳その他
た

必要
ひつよう

なこと（                            ） 

 

問
とい

26 障
しょう

害者
がいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

法
ほう

の成立
せいりつ

により、主
おも

な障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスは、原則
げんそく

としてサ

ービスの利用
りよう

量
りょう

に応
おう

じた個人
こじん

負担
ふたん

（１割
わり

）を支払
しはら

うことになりました。あな

たのお気持
き も

ちは次
つぎ

のどれにあてはまりますか。（※ただし所得
しょとく

に応
おう

じて負担
ふたん

上 限
じょうげん

や軽減
けいげん

措置
そ ち

があります） （１つに○ 印
じるし

） 
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１ ５千円
せんえん

未
み

満
まん

    ４ ３万円
まんえん

未
み

満
まん

 

２ １万円
まんえん

未
み

満
まん

    ５ ３万円
まんえん

以
い

上
じょう

 

３ ２万円
まんえん

未
み

満
まん

 

１ 毎日
まいにち

    ５ ごくたまに（月
つき

に２～３回
かい

など不定期
ふ て い き

） 

２ 週
しゅう

５～６日
にち

くらい   ６ ほとんど外 出
がいしゅつ

しない 

３ 週
しゅう

３～４日
にち

くらい   ７ その他
た

 

４ 週
しゅう

１～２日
にち

くらい 

 

１ 通院
つういん

 ４ 友達
ともだち

の家
いえ

への訪問
ほうもん

 ７ 趣味
しゅみ

の活動
かつどう

  

２ 買
か

い物
もの

   ５ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

の活動
かつどう

  ８ 施設
しせつ

（作業所
さぎょうしょ

・デイケア等
とう

） 

３ 散歩
さんぽ

   ６ 地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

   ９ その他
た

 

問
とい

27 利用
りよう

料
りょう

が必
ひつ

要
よう

なサービスを利用
りよう

する場
ば

合
あい

、月
つき

いくらまでなら払
はら

ってもいいと

考
かんが

えますか。 （１つに○ 印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

問
とい

28 あなたの世帯
せたい

の主
おも

な 収
しゅう

入
にゅう

源
げん

は何
なん

ですか。 （主
おも

なもの２つまでに○ 印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

■生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

についておうかがいします 
 

問
とい

29 悩
なや

みや困
こま

ったことを相談
そうだん

するのは誰
だれ

ですか。 （主
おも

なもの５つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

30 現在
げんざい

どのくらいの頻度
ひんど

で外出
がいしゅつ

していますか。（１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

31 主
おも

に何
なん

の目的
もくてき

で外出
がいしゅつ

していますか。（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

１ 給 料
きゅうりょう

・賃金
ちんぎん

   ５ 財産
ざいさん

収 入
しゅうにゅう

 

２ 公
こう

的
てき

手
て

当
あ

て    ６ 年金
ねんきん

 

３ 事業
じぎょう

収 入
しゅうにゅう

    ７ その他
た

 

４ 家族
かぞ く

からの援助
えんじょ

   ８ 収 入
しゅうにゅう

はない 

１ 家族
かぞ く

及
およ

び親族
しんぞく

   ８ 民生
みんせい

児童
じど う

委員
いい ん

 

２ 近所
きんじょ

の人
ひと

    ９ 障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 

３ 友人
ゆうじん

及
およ

び知人
ちじ ん

   10 学校
がっこう

の先生
せんせい

 

４ 専門
せんもん

相談
そうだん

機関
きか ん

   11 職場
しょくば

の人
ひと

 

５ 施設
しせ つ

の職員
しょくいん

    12 その他
た

 

６ 医者
いし ゃ

    13 誰
だれ

もいない 

７ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい
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１ 健康
けんこう

や体 力
たいりょく

に自信
じしん

がない 

２ 外 出
がいしゅつ

の際
さい

、援助
えんじょ

を頼
たの

める人
ひと

が身近
みぢか

にいない 

３ 外出先
がいしゅつさき

で困
こま

ったとき、援助
えんじょ

してくれる人
ひと

がいない 

４ 外 出
がいしゅつ

の際
さい

、周囲
しゅうい

の人
ひと

の目
め

が気
き

になる 

５ 道
みち

がわかりにくい、もしくは、場所
ばしょ

や地名
ちめい

などの案内
あんない

表示
ひょうじ

がなかったりするなどでわかりにくい 

６ バスや鉄道
てつどう

が利用
りよう

しにくい 

７ その他
た

 

 

問
とい

32 外出
がいしゅつ

する上
うえ

で特
とく

に不安
ふあん

に思
おも

ったり、困
こま

ったりすることは何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

33 障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して暮
く

らしていくために、どのような取
と

り組
く

みが必要
ひつよう

だと

考
かんが

えますか。 （主
おも

なもの５つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 何
なん

でも相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

をつくるなど相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

２ サービス利用
りよ う

の手続
てつ づ

きの簡素
かん そ

化
か

 

３ 行政
ぎょうせい

からの福祉
ふく し

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

 

４ 保健
ほけ ん

や福祉
ふく し

の専門的
せんもんてき

な人材
じんざい

の育成
いくせい

と資質
しし つ

の向上
こうじょう

 

５ 参加
さん か

しやすいスポーツ・サークル・文化
ぶん か

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

６ いろいろなボランティア活動
かつどう

の育成
いくせい

 

７ 在宅
ざいたく

での生活
せいかつ

や介助
かいじょ

がしやすいよう、保健
ほけ ん

・医療
いりょう

・福祉
ふく し

のサービスの充実
じゅうじつ

 

８ リハビリ・生活
せいかつ

訓練
くんれん

・職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

などの通所
つうしょ

施設
しせ つ

の整備
せい び

 

９ 地域
ちい き

でともに学
まな

べる保育
ほい く

・教育
きょういく

内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

 

10 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

の充実
じゅうじつ

や働
はたら

く場所
ばし ょ

の確保
かく ほ

 

11 障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、住民
じゅうみん

同士
どう し

がふれあう機会
きか い

や場
ば

の充実
じゅうじつ

 

12 利用
りよ う

しやすい道路
どう ろ

・建物
たてもの

などの整備
せい び

・改善
かいぜん

 

13 障害
しょうがい

に配慮
はいりょ

した公営
こうえい

住宅
じゅうたく

や、グループホームの整備
せい び

など、生活
せいかつ

の場
ば

の確保
かく ほ

 

14 災害
さいがい

のときの避難
ひな ん

誘導
ゆうどう

体制
たいせい

（緊急
きんきゅう

通報
つうほう

システムなど）の整備
せい び

 

15 差別
さべ つ

や偏見
へんけん

をなくすための福祉
ふく し

教育
きょういく

や広報
こうほう

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

16 本人
ほんにん

や家族
かぞ く

の積極性
せっきょくせい

 

17 その他
た
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１ 知
し

っている    ２ 知
し

らない 

１ できる         ２ できない        ３ わからない 

１ よく感
かん

じる    ３ ほとんど感
かん

じたことはない 

２ ときどき感
かん

じる   ４ まったく感
かん

じたことはない 

問
とい

34 サービスに関
かん

する情報
じょうほう

をどこから入手
にゅうしゅ

していますか。 

（主
おも

なもの３つまでに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

35 地
じ

震
しん

などの災害
さいがい

が起
お

こったときの避難
ひなん

場
ば

所
しょ

を知
し

っていますか。（１つに○ 印
じるし

） 

 

 

 

 

問
とい

36 あなたは、災害
さいがい

が起
お

こったとき１人
ひとり

で避難
ひなん

することができますか。（１つに○ 印
じるし

） 

 

 

 

 

問
とい

37 日常
にちじょう

生活
せいかつ

において、障害
しょうがい

があるために差別
さべつ

や偏
へん

見
けん

、疎外感
そがいかん

を感
かん

じることが

ありますか（１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

 

問
とい

38 問
とい

37で「１ よく感
かん

じる」、「２ ときどき感
かん

じる」と回答
かいとう

した方
かた

におうかがい

します。よろしければどんなことがあったのか教
おし

えてください。 
 

※たとえば、理由
りゆ う

なく暴力
ぼうりょく

を受
う

けた、悪口
わるくち

を言
い

われた、意見
いけ ん

を聞
き

いてもらえなかったなど 

 

 

 

 

１ 広報
こうほう

田辺
たな べ

   ６ 家族
かぞ く

・親族
しんぞく

 

２ 学校
がっこう

・職場
しょくば

・施設
しせ つ

  ７ 専門
せんもん

相談
そうだん

機関
きか ん

（福祉
ふく し

事務所
じ む し ょ

、児童
じど う

相談所
そうだんじょ

等
など

） 

３ テレビ・ラジオ・新聞
しんぶん

 ８ ヘルパー 

４ 病院
びょういん

・診療所
しんりょうじょ

  ９ ボランティア 

５ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

   10 その他
た
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家庭内
かていない

の主
おも

な介助者
かいじょしゃ

の方
かた

におうかがいします。 

１ 健康
けんこう

である     ３ あまり健康
けんこう

ではない 

２ まあ健康
けんこう

である    ４ 健康
けんこう

ではない 

最後
さいご

に、ご意見
いけん

、ご提案
ていあん

などがありましたら、ご自由
じゆう

にお書
か

きください。 

 

 

 

問
とい

39 介助者
かいじょしゃ

の健康
けんこう

状態
じょうたい

はいかがですか。 （１つに○印
じるし

） 

 

 

 

 

問
とい

40 介助者
かいじょしゃ

として、次
つぎ

のうちあてはまるものは何
なん

ですか。 

（各項目
かくこうもく

ごと１つに○印
じるし

） 大
おお

いにある 多少
たしょう

ある ない 

①医療費
いりょうひ

や交通費
こうつうひ

などの経済的
けいざいてき

負担
ふた ん

が大きい １ ２ ３ 

②本人
ほんにん

の介助
かいじょ

で仕事
しご と

や家事
か じ

ができない １ ２ ３ 

③自由
じゆ う

に外出
がいしゅつ

できない １ ２ ３ 

④本人
ほんにん

の介助
かいじょ

で自分
じぶ ん

の時間
じか ん

が持
も

てない １ ２ ３ 

⑤心身
しんしん

ともに疲
つか

れる １ ２ ３ 

⑥将来
しょうらい

の見通
みと お

しがたてられない １ ２ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご 協
きょう

力
りょく

ありがとうございました。 
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施　設　名
し せ つ め い

ふたば作業
さぎょう

所
しょ

龍
りゅう

の里
さと

作業
さぎょう

所
しょ

アルファ田辺
た な べ

田辺
た な べ

くじら共同
きょうどう

作業
 さぎょう

所
しょ

福祉
ふく し

ホーム ふたば神島
かし ま

ホーム

デイサービスほっとっとや

デイサービス第二
だ い に

のぞみ園
えん

のぞみ園
えん

第二
だ い に

のぞみ園
えん

ふたば第二
だい に

作業
さぎょう

所
しょ

プチショート

中辺路
な か へ ち

白百合
し ら ゆ り

学園
がくえん

あすなろ平瀬
ひ ら せ

の郷
さと

ふたば文里
も り

ホーム

ふたばもりもりホーム

ふたば磯
いそ

間
ま

ホーム

神島
かし ま

台
だい

グループホーム

ふたばゆったりホーム

ハイツふたば

やまびこ五味
ご み

やまびこ木守
こも り

やまびこダカーポ

やまびこ井
い

の木
き

やまびこふなっこ

やまびこ小川
お が わ

白百合
し ら ゆ り

高原
たかはら

ホーム

こどうの家
いえ

中辺路
な か へ ち

白百合
し ら ゆ り

学園
がくえん

のぞみ園
えん

第二
だ い に

のぞみ園
えん

あすなろ木守
こ も り

の郷
さと

あすなろ平瀬
ひ ら せ

の郷
さと

ふたば第二
だい に

作業
さぎょう

所
しょ

ふたば磯
  い そ ま

間分
ぶん

場
じょう

ふたば第
だい

三
さん

作業
さぎょう

所
しょ

ふたば第
だい

四
よん

作業
さぎょう

所
しょ

障害
しょうがい

者
しゃ

労働
ろうどう

自立
じ り つ

センター

はまゆう作業
さぎょう

所
しょ

ささゆり作業
さぎょう

所
しょ

ほうかごキッズ

通園
つうえん

ありんこ

クローバーホーム

サンヒルズ

サンフラワー

生活
せいかつ

訓練
くんれん

施設
し せ つ

ゆうあいホーム

やおき工房
こうぼう

古道
 こ ど う　が

ヶ丘
おか

ハモニティ

第二
だ い に

ハモ二ティ

施　設
  し  　せ  　つ　  　 し  ゅ  べ  つ

　種
 

　別

授産
じゅさん

施設
し せ つ

小規模授産施設
しょうきぼじゅさんしせつ

小規模作業所
しょうきぼさぎょうじょ

身
体

し
ん
た
い

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

デイサービス

ショートステイ

更生
こうせい

施設
し せ つ

(入所
にゅうしょ

)

授産
じゅさん

施設
し せ つ

小規模授産施設
しょうきぼじゅさんしせつ

小規模作業所
しょうきぼさぎょうじょ

グループホーム

知
的
障
害
者

ち
 
て
 
き
 
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

児
童

じ

ど

う
デイサービス

精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

グループホーム

授産
じゅさん

施設
し せ つ

小規模授産施設
しょうきぼじゅさんしせつ

小規模作業所
しょうきぼさぎょうじょ

◇田辺市障害者施設一覧表 
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